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北 ~大 物 性 談 .話 会

｢低次元磁性体 に関す る最近 の研究 ｣

平 川 金 四郎氏 (東大物性研 )

1月 27日

｢量子凝縮体の現象論 ｣

碓 井 恒 丸氏 (名大 理 )

3月 11日

｢格 子 グリー ン函数 ｣

桂 重 俊氏 (東北大 工 )

5月 13日

｢ソリトン ｣

相 村 昌 平氏 (名大 教養 )

6月 9日

｢固体- リウムに於 ける粒子的運動について ｣

恒 藤 敏 彦氏 (京大 理 )

6月 23日

｢アル ミニ ウム を含んだ鉄単結晶の磁歪 _

富 沢 義 夫氏 (弘前大 理 )

9月 9日

｢氷の塑性 におけるⅩ線的研究 ｣

･福 田 明 治 氏 (北大 工 ) 9月16日
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13回

14回

15回

16回

17回

18回

19回



ニュ-ス

20回

21回

｢Fe･Co･Niの遷移金属稀薄合金 のNMR｣

伊 藤 順 吉氏 (阪大 基礎工 )

10月 7日

｢フェル ミ粒子 と穴 ｣

渡 辺 宏氏 (大阪市大 理 )

10月 28日

物性 コロキューム

10/8･10/15 村瀬氏 液体中の横波

10/22 実栓氏 生体分子 の電子論研究会 の報告

10/29 児玉氏 液晶の構造

人のうこき

八幡英雄氏 仏国サクレー原子力研究所研究員

住所 Dr.HideoYahata

ServicedePhysiqueTheorique

DirectiondelaPhysique

CentredノEtudesNucleairesdeSACLAY

B.P.No 2-91-Gif-sur-Yvette

France
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人のうごき

北原和夫氏 ベルギー自由大学-留学

住所 a/sProf.Ⅰ.Prigogine

FacultedesSciences,

UhiversiteLibredeBruxelles,

AvenueF.D.Roosevelt50,

1050Bruxelles,Belgigue

東大教養

助手人事 兵頭,菱沼,坐井沢,稲見氏に決定

一254-



プレプリン ト案内

〔日大理工〕

o UltrasomicAttenuationinDielectricCrystalsinSecondSoundRegion.

(T.Paszkiewicz)

0OntheTheoryofBoundStatesinSystemswithNon-ConservingNumberofQuaSi-
Particles.

(B.S.Tosic)

o TheStochasticSpaces.

(D.Ⅰ.Blokhintsev)

o EnergyoftheSystemorManyBosomsBoundedbytheForcesofGravitational

AttractlOn.

(L G.Zastavenko)

o OntheModelHamntonianoftheTheoryofSuperconductivity.

(D.Ya.PotrinaandV.P.Yatsishin)

o FreeEnergyofAnharmonicCrystal.

(N.M.Plakida)

oGeneralizedPhaseShiftsforaClusterofMuffin-TinPotentials.

(W.JohnandP.Ziesche)

oonsomeAsymptoticallyExactMethodsfortheCaseofQuasi-SpinModels.
(A.S｡ShlユmOVSky)

0 CalculationMethodoftheTemperature-DependenceoftheLightAbsoption

IntegratedIntensitybytheLocal-ModeinCrystals.

(S.Ⅰ｡Dudkまn)

o MacroscopicQuantu-ObjectsasGeneratorsandDetectorsofGravitationalWaves.

(U.Kh.Kopvillem)

o SeminarNotesonFunctionalDifferentialEquationsofMathematicalPhysics.

(JamTarski)
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〔東大久保研〕 プレプ リン ト案内

o Rol一Landauer

StabilityandInstabilityin InformationProcessingandInSteadyStateDissipative

Systems

｡KazucIYoshihiro,KunihikoYamaJlandKojiKajimura

ElectricFieldDependenceofJunctionParaconductivity

o KazumiMakiandKazuoNakanishi

ParamagneticSusceptibilityandUltrasonicAttenuationofItinerantAntiferromagnetism

abovetheNeelTemperature

oKazumiMakiandMasatokiSakurai

SpinSusceptibilityofExcitonicStates

oKazumi Maki

TypeIISupercon血ctorsContainingMagneticImpurities

oH.ShibaandP.A.Pincus

ThermodynamicPropertiesoftheone-Dime'nsionalHalf-FnledHubbardModel

o HiroshiUeyama

StochasticEquationofMacrosQOPicObsevables

o K.Tani

Non-LinearDoubleTimeGreenFunctions

o SakariInawashiro,ShigetoshiKatsuraandYoshihikoAbe

LatticeGreen'sFunctionfortheSimpleCubicLatticeinTermsofaMellin-Barnes

Typeintegral.ⅠI

oShigetoshiKatsuraandSakariInawashiro

AsymptoticForm oftheLatticeGreen'SFunction

o KazuoYa

PhononDispersionandContributiontotheHeatCapacityinLiquidHe4

0YoshitakeYamaZaki

LatticeGreen'SFunctionfb∫theOrthorhombicLltticewithuptothe3rdn･n.

Interaction
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プレプリン ト案内

oMasuoSuzuki

CorrelationInequalitiesandPhaseTransitionin theGeneralizedX-YModel

oS.d'Angelo,F.deNotaristefaniandP.Monacelh

Three-BodyRelativisticKinematics

oMasamiKusunoki

TheoryofPhotoluminescenceinMetals

oShinjiKawaji,HiroshiEzawaandKoichiNakamura

SemiconductorlnversionLayersandPhononsinHalfSpace

oG.ShiraneandJ.D.~Axe

AcousticPhononInstabilityandCriticalScatte血gillNb3Sn

oRyuzoAbe

CriticalExponentoftheIsingModelintheHigh DensityLimit.II

oTyanYeh

StabilityofHydromagneticEquilibriaBifurcatedfrom aStraightSheetPinch

oDieterandUrsulaSchotte

DiluteAlloys

oAlbaTheumann

CriticalTemperatureofSuperconducthgAnoyswithTransitionalimpurities

FunctionallntegralMethod
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基 研 一助 教 授 公 募

今回,基礎物理学研 究所で助教授 1名 を公募いた します｡希望者の応募,逮

任者の推薦をお願いします｡

(1)任 期 :5± 2年で重任は認めません｡

但 し,教授公募の際に応募 し,又は推薦 をうけることができま

す｡この場合の任期は別 に定め られます｡

(2) 専門文野 :広い意味の物性論 (生物物理学等 も除外 され ません｡ )

(3) 着任希望時期 :1972年 4月 1日

/ 〔41 提出書類 :∽応募の場合 履歴書,研究歴,発表論文 リス ト就任 した場合

の研究計画,着任可能時期

(⇒推薦の場合 推薦書,略歴

(5)締 切 :1972年 2月 10日(木 )必着

〔6)選考機関 :基礎物理学研究所 運営委員会

(2月下旬開催予定 )

(7) 宛 先 :京都市左京区北白川追分町

京都大学基礎物理学研究所

牧 二 郎

封筒の表に ｢助教授応募 (推薦 )書類在中 ｣と野記 して下 さい.
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掲示板

教 授 公 募 の お 知 ら せ

このたび,九州大学理学部物理学科で,教授 1名欠員 とな り下記により教授

を公募す るこ とにな りました｡

適任者のご推 薦,希望者の応募 をお願い します｡

記

1.研 究 分 野

2.公 募 〆 切

3.提 出 書 類

4ゆ 書 類 送 り 先

軟 かい物性 (お よびその周辺 )の実験が望ましい｡

昭和 47年 2月 10日

.履歴書,主要業績 リス ト,今後の研究計画

(ご推薦の場合は,上記 の諸点 を含む推薦書 を書 い

て ください｡ )

福岡市箱崎 (〒 812)

九州大学理学部物理学教室

森 肇
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編 集 後 記

各地編集委員Y氏 より激増する情報量に如何に処するか と言 うことに薪て各

自の意見や考え方などを物性研究に掲載 したらと言 う提案が,編集委員会 に於

て採択 さかてよ り可成 りの 日数が経過 しましたが,未だ何の反響 もないのは ど

うした ことで しょうか,各 自が忙 しす ぎるのか, このような事態の致采に左程

困って居 られないのか, どうか分か りませんが,色々面 白いご意見 をお聞かせ

下さい｡薬臣誌の volume或はページ数にも適正規模 があるよ うにも思われ ます

が,少 し以前某米国物理屋にPhysical Revliew をどう思 うと間いたち , あち

らでは green cancer と言 う言葉がある由,又余 りページ数 が増大 したら焼 い

て捨 てた方がよかろ うなどと冗談 を言 いま した｡英国では 2ケ月近 くに及ぶ郵

便ス トの折,新着の論文∴雑誌等に目を通すこ'とが出来な くな りましたが,そ

のことをかえって喜んでいる人 もいました,研究者 の数或は世に出 る様々の論

文の総数は exponential的に増大する と言った人 もいますが, これ か らど うな

るでしょうか ｡

さて物価,人件費等 の上昇 はとどまることを知 らず,健全財政 (?)を誇 っ

て来た物性研 究のフ トコロ具合 も苦 しくなって来ました｡主なる原因は印刷費

の値上 り,ページ数の増大等です.又物性研究 (素研 も同様 )の会計事務 の多

くの部分はこれ迄プログレス刊行室の有志 の方のご 厚意によりなされ て来ま した

が, このようなことが出来なくなって,編集部 でパー トタイムで人 をや とい,

此部分の仕事 を担 当 してもらうことにな りました｡このよ うな次第で来年度 の

適当な時期 よ り値上げせざるを得ない情況になって来 ました｡読者の方々には

なるべ く負担のか ゝらないように した いと思 っていますが, どうか上 のよ うな

事情 をご了解下 さいます様お願 い致 します｡

(S .T .)
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Supplement OftheProgressofTheoreticalPhysics

No･G･｢チャカルタヤ エマルジョン チェンバ-実験と関連論文集｣特簸弓案内

C･RACALTAYAEmulsionClhambeT宜Ⅹperimenも andRelatedPapers

加虚器が巨大になったとはいえ､と(にエネJL,ギーの高いいわゆる超高エネルギー領域での素粒子相

互作用の研究は､現在のところ宇宙線を通 じて可能となる｡日本のエマル汐ヨン チェンバー グルー

プは､独自に考案し発展させてきた装置を用いて宇宙線実験を行い､これまで重要な綾束を報告してき

た｡その一端はすでにサブyメy トNo.旦乙に出版されている｡本号では､敢近のほぼ10年にわたる

日本とプラ汐ルの国際協力で得られた成果がまとめられ.興味ある実験線巣が報昏されている｡また加

速器とつながる比較的低いエネルギーから超高エネルギーにいたる広いエネルギー領域にわたっての素

粒子相互作相の性質を統一的な立場からとらえる試みも捷唱されている｡その意味で本号は素粒子物理

学の研究者に対する一つの刺戟となることも期待される｡

販価 芸霊芝 ¥¥,"2:持 冨霊 宝 ま料金を添えてご注文ください｡送金は舶 加 現当
9月】4日発行

6O6謂突妻京蛋乃孟笠孟宗町理論物理学刊行項 鮎 慧藍
GDNTENTS

CHACALTAYA Emulsionc拍mberExperiment･･-･-･･･-･･････-･･･-･････-･- --･-･･
･･･BRAZIL Group:C.M.G.Lattes.叫S.叫MantoⅧni.叫Am ato,AM.F.Endler.叫A.B.
Bravo'C.Aguirre.JAPANGroup:叫 AkaShi,Z.Watanabe,I.Mito,A.Niu一Ⅰ.Olta.
A.Osawa･T.Taira'J.Nish血ura,Y.Fujimoto,S.技asegzzuva●A.ぬsahara.a.Maeda･
K.YtkoiJY.Tsunecka,A.Nishio.T.領ata,叫Hazama.A.沌shikawa.Y.Oyamaard
S.bake
A NewHorizm ofA:celerator恥 sics･･-･-･････--･---･････'･･ S･Ⅰもsegawa,

.H.弛njo, T.Ogata. M.Sakata. K.Tbnakaard N.YTajima
Prqagationofら)SmiCRaysintheAtmosdlCreandMdelsofMultipleMesonProductiorl･･････
-･････.･･･-･･････････-=--･･=･･･.･'･･''-'･=･･'日日･'=●-･---･.･ A.(太avva

ComputerSimulationoEaFireTZhll- Y.sato‥ T' yanagitaand A-･0gita

MonteChrloSimulationcnPropagationoECbsJ血cTRaysintheAtmosJhere-･･･････････--
'･-････-･-･･Y.Fujirnoto-S.鞄岬 唱.a.粘sahara'N.Ogita'W s節句aZdT.Shibata
PhotorrEltricMethod.in_且ne摺y伽 terminationof触 血や軸 ･軸 椎rSinEmulsim Chamber･-
･ - ･･ - - - - - ･ = - ･ - - - ･--･--------------------･･･- '~ h Ohta

OnthejuephiFhrticle- ･･･-･･･-･･-･･････････-････････Y.FujimotoandfI.Sug血oto

･･---･---･---･･ 切----･-･-敬-----･--線･----- - ･ - - - - ･ - - - - -
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